
 第３回鬼ごっこ総合研究所 研究発表大会 予稿集，2019年 

 

スポーツ鬼ごっこは近未来でも必要か？ 
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■主旨 

現在のコロナ禍において、スポーツの存在が脅かされているといっても過言ではない。 

もしかしたら、5年後にはかなりのスポーツがなくなっている可能性すらあるのではないかとも考

えられる。また、社会環境も大きく変化をし、これから社会に求められる能力なども今までのス

タンダードとは変わってくるのではないかと考えられる。そんな中、スポーツ鬼ごっこは近未来

において社会から必要とされる存在でいられるのかということを考えていきたい。 

  

■これからの社会に特に求められるもの 

想像力、独自性、コミュニケーション能力、判断力 

これらがより必要になってくるのではないかと考えてみる。 

スポーツ鬼ごっこがこれらの能力に対して効果が得られるかを考察していきたい。 

  

① 想像力 

→スポーツ鬼ごっこはほかの仲間や相手チームの選手のプレーのイメージをしながら、どう動く

かを決めていくことが求められるものである。そこには想像力をしっかり働かせていくことにな

る。やればやるほど、想像力は身につくものであると考えられる。 

  

② 独自性 

→ほかのチームではあまりやっていない様々な戦術を考えることは独自性に繋がっていく。ただ

し、その場合、指導者などがどのようにその独自性を持った考え方を導けるかも大事な要因にな

ってくる。 

  

③ コミュニケーション能力 

→チームでしっかりと話し合いをしながら行うものなので、スポーツ鬼ごっこのゲームをすれば

するほど、コミュニケーションをとる機会が増えてくる。戦略を考える時などもしっかり聞い

て、しっかり話し合いをすることが大事であり、試合中も声を掛け合うことが非常に大切になっ

てくるのでコミュニケーション能力は高まってくると思われる。 

  

④ 判断力 

→スポーツ鬼ごっこは一瞬で様々な局面が変わるので、非常に判断力を要求される。なので、ス

ポーツ鬼ごっこを行うことで判断力はつくと思われる。 

 


